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学 会 記 事

第52回新潟内分泌代謝同好会

日 時 平 成 元年 10月 7日 (上 )

午 後 2時 開 会

会 場 新 潟 厚生 年 金会 館

1.一 般 演 題

1)Contractureinflexionを き た し た ACTH

単 独 欠 損 症 の 1例

佐 藤 正 久 ・近 藤 浩
柳 沢 勝 彦 ・若 松 延 昭 新 潟 大 学 脳 研 究 所
宮 武 正

(神
n内 科

)

谷 長 行 (同 第 一 内 科 )

2)乳 汁 分 泌 を 伴 っ た GliomatosisCerebriの

1症 例

荒 川 直 子 ・吉 岡 光 明

山 川 能 夫 ・斉 藤 秀 晁 新 潟 県 立 中 央 病 院
土 田 皿

(内
科 ・脳 神 経 外 科

)

症 例 は 52才 女 性 (閉 経 50才 ).1987年 12月 よ り 筋 収 縮

性 頭 痛 と し て Etizolam(Depas")1.5一 一 2mg/日 で 治 療

を 受 け た .!989年 5月 MRI-CTで 両 側 大 脳 半 球 白 質

か ら 基 底 核 周 辺 に ぴ ま ん 性 浸 潤 性 の 異 常 陰 影 が 認 め ら れ ,

GliomatosisCerebl・iが 疑 わ れ た 脳 梁 よ り の 生 検 に て

同 症 と 診 断 さ れ た .経 過 中 ,………一過 性 に Galactorrheaが

認 め ら れ た .Etizo].am投 与 中 の 1989年 1月 ,PRLが

基 礎 値 30ng/mlと 軽 度 上 昇 し TRH試 験 に て 頂 値 374

ng/mlと 過 剰 反 応 を 示 し た .4月 に 同 剤 を 中 止 し ,5

月 の 同 試 験 で は 基 礎 値 12ng/ml,頂 値 55Jng/mlと

正 常 化 し て い る .同 時 に 施 行 し た LH-RH試 験 ,イ ン

ス リ ン 負 荷 試 験 ,メ ト ピ ロ ソ 試 験 で TSH・GH・LH・

FSH・ACTHに 異 常 は 認 め ら れ な か っ た .本 症 に お け

る・一過 性 高 PRL血 症 の 原 因 と し て ,GliomatosisCer・

ebr囗 こ よ る 視 床 下 部 障 害 と ,Etizolamの 関 与 が 示 唆 さ

れ た .

3)巨 大 下 垂 体 腺 腫 の 臨 床 的 検 討

黒 木 瑞 雄 ・田 中 隆 一一 新 潟 大 学 脳 神 経
田 村 哲 郎 ・横 山 元 晴

(外
科

)

(目 的 )当 科 に お け る CT導 入 後 の 下 垂 体 腺 腫 236例

中 ,巨 大 腺 腫 1]例 (4.6%)を 対 象 と し ,そ の 臨 床 的 検

討 を 行 な っ た .(対 象 )内 訳 は 非 機 能 性 下 垂 体 腺 腫 7例 ,

プ ロ ラ ク チ ノ ー-マ 4例 で ,男 性 7例 ,女 性 4例 ,年 令 は

13、64才 で あ っ た .(結 果 )全 例 が 視 力 視 野 障 害 を 初 発

症 状 と し ,そ の 他 に 精 神 症 状 3例 ,片 麻 痺 2例 ,脳 圧 亢

進 症 状 1例 を 入 院 時 に 認 め た .乳 漏 ,性 欲 低 下 等 の 内 分

泌 症 状 は 4例 に 認 め た が ,汎 下 垂 体 機 能 低 下 例 は 認 め な

か っ た .手 術 は 開 頭 術 ,経 蝶 形 骨 洞 手 術 ,乃 至 両 者 の 組

み 合 わ せ で 延 べ 13回 行 わ れ た が ,手 術 合 併 症 は 開 頭 術 で

多 く 認 め ら れ た .ま た 視 機 能 の 改 善 は 3/H例 (27%)

に 留 ま り ,開 頭 術 施 行 例 で は 逆 に 悪 化 例 も み ら れ た .術

後 ,残 存 腫 瘍 に 対 し て 10例 に 放 射 線 治 療 を 行 い ,ま た プ

ロ ラ ク チ ノ ー--マに 対 し て は ブ ロ モ ク リ プ チ ソ を 併 用 し た .

現 在 ま で ,6例 が ホ ル モ ン 補 充 療 法 を 必 要 と し て い る が ,

仝例 有 為 な 生 .活 を 送 っ て い る .

4)特 発 吐 副 腎 皮 質 過 形 成 に よ る と 思 わ れ る

ク ッ シ ン グ 症 候 群 の 1例

一一一一一1.11111:::I・-・-IACTH値 の 意 義 …………

金 了一 兼 二 (長 岡 赤 十 字 病 院 内 抖 )

捧 彰 (済 生 会 三 条 病 院 内 抖 )

症 例 は 23才 ,女 .18才 頃 よ り 典 型 的 な ク ッ シ ン グ 徴 候

出 現 ,増 強 し ,腰 痛 を 契 機 に ク ッ シ ン グ症 候 群 を 疑 わ れ

て 昭 63∠H当 院 に 入 院 .血 中 コ ー-チ ソ ール (F)15~

26fxg/dlで 日 内 変 動 な く ,尿 170HCS16~19,17KS

20・-・22mg/乍 匚 SU試 験 で 軽 度 の 上 昇 反 応 を 示 し ,(),2xa

(8mg,2日 間 )抑 制 試 験 で 抑 制 不 十 分 .副 腎 シ ソ チ で

両 側 に 集 積 像 (十 )で ,CTで 両 側 副 腎 は 正 常 像 .血 中

AG11は ,大 塚 ア ッ セ イ 測 定 で は basa]は 全 て 10pg/ml

以 下 で ,CRF,L-8-Vテ ス ト で 無 反 応 ,同 一一 検 体 の ≡.

菱 油 化 測 定 で は basa146~100pg/mlの 有 意 の 値 を 示

し ,CRF,L-8-Vテ ス ト で 無 反 応 と 異 な る 値 を 示 し ,

判 定 に 難 渋 し た .以 上 よ り ,本 例 の 病 型 と し て (D原

発 性 副 腎 皮 質 過 形 成 ,@自 律 性 の 強 い ACrH産 生 下

垂 体 微 小 腺 腫 が 考 え ら れ た が ,CTで 下 垂 体 腫 瘍 像 を 証

明 し 得 な か っ た た め ,0)を 考 え て 平 1,1,9左 副 腎

を 全 摘 出 し た (組 織 像 は sjmplehyp=erpl・ia).術 後

HI.11ま で F,尿 中 ス テ ロ イ ド气よ正 常 域 で ACTHの

上 昇 な し 今 後 も 経 過 観 察 が 必 要 で あ る .

5)Liddle症 候 群 が 疑 わ れ た 1例

星 山 真 理 ・生 垣 浩 (柏 崎 中 央 病 院 内 科 )

高 峰 利 充 (同 泌 尿 器 科 )

小 黒 元 夫 (小 黒 内 科 医 院 )

症 例 :79才 ,男 性 .主 訴 :易 疲 労 感 と 下 肢 脱 力 感 .家

族 歴 :母 親 が 胃 癌 で 死 亡 .兄 が 高 血 圧 ・脳 出 血 で 死 亡 .




